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1 はじめに

近年、改正ハートビル法や交通バリアフリー法など法

の整備が進み、バリアフリーという言葉を耳にする機会

が増えてきている。しかし、現状では社会のいたるとこ

ろにバリアが存在しており、障害者や高齢者がこのバリ

アによって社会参加の機会を阻害されてしまっている。

障害者、高齢者があたりまえの生活をするためのひとつ

の対応策として、バリアフリーマップ作りを行っている

団体が多くある。しかし、バリアフリーマップには効率

的なバリア情報の収集方法がない、頻繁に情報収集が行

えないなどのリアルタイム性に乏しいなどの問題点もあ

る。その問題点に対応するために我々は、投稿された情

報を用いて、時間と空間を関連付け、ユーザの現在地を

考慮したリアルタイムのナビゲーションを行うシステム

[1]を構築している。このシステムでは利用者が自ら地図
上に段差などのバリア情報や車椅子で利用可能な店など

を記入し、ユーザ間での情報の共有、提供を行う。そし

て、書き込まれた情報に基づき、バリアのある道は回避

し、ユーザに適した経路の提示を行う。このシステムを

利用することで、ユーザはその時点における所在地に適

した、鮮度の高い情報を得ることができる。
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図 1: システム構成のイメージ

今回、我々は開発中のシステムに、新たにバリア情報

の投稿・閲覧を容易にするための機能として、現在位置

情報の取得・表示機能を追加した。さらに、このシステ
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ムを搭載したノート PCやGPS、電子コンパス、webカ
メラを車椅子に付加したプロトタイプシステムを試作し

た。そして、プロトタイプシステムを用いて街頭試験を

行った。構築しているシステムの紹介、行った実験につ

いての説明をする。

2 システムの概要

システムの利用者は、GPS機能付き携帯電話、あるい
はGPSモジュールを接続した PCを所持し、身体的状況
や社会的状況 (主婦、学生等)を示すプロファイルを登録
することを前提としている。

2.1 システムの機能

システムは主に以下の機能を持つ

1. ユーザから投稿情報を受け付け、地図に反映するシ
ステムはサーブレットで構成されており、ユーザは

PCから画像やコメントを投稿する

2. 投稿されたデータを他の一般ユーザが閲覧する地図
を閲覧するには、クライアントが webブラウザを用
いてサーバに接続する。地図にはユーザからの投稿

情報が配置されている

3. 投稿された情報を用いた経路や行き先の推薦を行う
投稿された情報に基づき、システムがユーザへナビ

ゲーションを行う

2.2 システムの構成

システムの具体的な構成について図 2に示す。サーバ
は、地図のデータと投稿情報のデータを持つ。地図デー

タとしては、国土地理院の数値地図 2500[2]の電子データ
を用いる。これをGISに特化したプロトコルG-XML2.0
に準拠した形に変換して用いる。そのデータを地図とし

て表示するために e-G view[3]を拡張し用いる。

1. ユーザからの投稿を受け付ける場合は、投稿モジュー
ルによるデータベースに登録される
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2. 投稿された情報をほかの一般ユーザが閲覧する場合
は、地図表示モジュールが地図データと投稿情報を

重ね合わせて表示する。投稿情報は経路探索や情報

推薦を行う場合にも使われる

3. 経路や行き先の推薦を行う場合、情報推薦モジュー
ルが行き先を決定するか、またはユーザが自分で目

的地を決定し、経路探索モジュールに問い合わせ経

路表示を行う場合がある

4. 情報推薦モジュールはユーザプロファイルと投稿情
報を参照して情報推薦を行う

5. 経路探索モジュールは地図データとユーザの投稿情
報に基づき最適な経路探索を行う
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図 2: システムの構成

2.3 現在位置・方位の情報取得機能

この機能は今回、新たに追加したものであり、GPSと
電子コンパスの情報を取り込み地図上に現在位置情報・

方位のアイコンを表示するものである。

地図に現在位置・方位の情報が載っていない場合は地

図を見る人が現在位を推測する必要がある。そこで、地

図上に現在位置・方位情載せることにより、より確実に

バリアの情報を投稿・閲覧することができる。さらに、こ

の機能はリアルタイムナビゲーションを行う際の基にな

る機能である。

3 実験

試作したプロトタイプシステムの機能を検証し、プロ

トタイプシステムの安全性を確認するための街頭試験を

行った。街頭で試用することにより、システムの実際の

使用状況に近い形でプロトタイプシステムを評価するこ

とができた。さらに、そこで得られた知見をシステムに

フィードバックすることでプロトタイプシステムの改良

を図る。

実験は、我々が車椅子に不慣れである事とプロトタイ

プシステムが一般的な車椅子とは異なった構造である事

から、安全を考慮し、車椅子を後ろから押す補助者を一

人つけ、搭乗者自身は車椅子を運転しないという形で行っ

た。主に道路・交差点・歩道などを調査し、バリアとな

りうる段差、傾きの大きさなどを調べた。さらにバリア

となるうる箇所を webカメラで撮影し、街頭でバリア情
報の投稿を行った。搭乗者が気づいたバリア情報をその

場でシステムに投稿し、システムに関して気づいた問題

点を随時記録した。図 3は実験風景の写真である。

図 3: 実験風景の写真

4 おわりに

開発したシステムの概要と行った実験に関しての説明

をした。実験はシステムの機能の検証、安全性、改良点

を明らかにするために行った。実験により得られた結果

については、車椅子利用者コミュニティ支援のための地

域情報基盤システムの機能検証のための実験 (2)で説明
する。
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